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1.  平成22年3月期第3四半期の連結業績（平成21年4月1日～平成21年12月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

22年3月期第3四半期 3,390 △9.6 372 60.8 383 550.5 253 ―

21年3月期第3四半期 3,749 ― 231 ― 58 ― △27 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

22年3月期第3四半期 23.31 ―

21年3月期第3四半期 △2.54 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

22年3月期第3四半期 7,221 2,452 31.9 211.40
21年3月期 6,579 2,350 33.5 202.69

（参考） 自己資本   22年3月期第3四半期  2,300百万円 21年3月期  2,206百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  無  
 

1株当たり配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

21年3月期 ― ― ― 10.00 10.00
22年3月期 ― ― ―

22年3月期 
（予想）

10.00 10.00

3.  平成22年3月期の連結業績予想（平成21年4月1日～平成22年3月31日） 
（％表示は対前期増減率） 

（注）連結業績予想数値の当四半期における修正の有無  無  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 4,700 △2.9 460 149.9 430 ― 300 ― 27.57

- 1 -



4.  その他 

(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  無  

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  有  

（注）詳細は、４ページ【定性的情報・財務諸表等】４．その他をご覧下さい。 

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期連結財務諸表作成のための基本となる重
要な事項等の変更に記載されるもの） 

（注）詳細は、４ページ【定性的情報・財務諸表等】４．その他をご覧下さい。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

上記の予想は、当社が現在入手している情報に基づき作成しているものであり、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。なお、
上記予想に関する事項は、３ページ【定性的情報・財務諸表等】３．連結業績予想に関する定性的情報をご覧下さい。 

① 会計基準等の改正に伴う変更 無

② ①以外の変更 有

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 22年3月期第3四半期  10,937,449株 21年3月期  10,937,449株

② 期末自己株式数 22年3月期第3四半期  55,073株 21年3月期  52,170株

③ 期中平均株式数（四半期連結累計期間） 22年3月期第3四半期  10,883,188株 21年3月期第3四半期  10,888,438株
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当第３四半期連結会計期間におけるわが国経済は、エコカー減税やエコポイント等政府による経済対策の効果も

あり、一部に持ち直しの兆しが見られるものの、企業収益の低迷、雇用環境の悪化、デフレの進行による個人消費

の低迷等、依然として景気は厳しい状況で推移いたしました。 

このような環境のもと、当グループは、さらなる経営資源の集中化や新規顧客の獲得等により収益の拡大を図る

とともに、各事業においてコスト削減や生産性向上に努めました。 

各事業部の動向におきましては、ヘルスケア事業は、ラテックス製コンドームが国内外で、一段の価格の競争や

円高等による市況低迷の影響を受けましたが、ポリウレタン製コンドームの新規顧客開拓による売上の伸長を図る

とともに、機器販売も堅調に推移しました。プラスチック製品事業は、原料価格の上昇によるコストアップを製品

の付加価値化で販売価格の回復に努め、生産性の向上やコスト低減により収益の増大を図りました。 

この結果、当第３四半期連結累計期間の業績においては、売上高３３億９千万円（前年同四半期比９．６％

減）、営業利益３億７千２百万円（前年同四半期比６０．８％増）、経常利益３億８千３百万円（前年同四半期比

５５０．５％増）、四半期純利益２億５千３百万円（前年同四半期は純損失２千７百万円）となりました。 

  

当第３四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べ６億４千１百万円増加し、７２億２千１百万

円となりました。これは主に、現金及び預金が９億３千１百万円増加し、商品及び製品が６千６百万円、仕掛品が

５千３百万円、有形固定資産が１億４千９百万円減少したことによるものであります。 

負債合計は、前連結会計年度末に比べ５億３千９百万円増加し、４７億６千８百万円となりました。これは主

に、支払手形及び買掛金が１億７千２百万円、未払法人税等が６千５百万円、長・短期借入金が３億２千８百万円

増加し、賞与引当金が３千２百万円減少したことによるものであります。 

純資産合計は、前連結会計年度末に比べ１億１百万円増加し、２４億５千２百万円となりました。これは主に、

利益剰余金にて、四半期純利益が２億５千３百万円、配当金支払が１億８百万円あり、為替換算調整勘定が４千７

百万円減少したことによるものであります。 

  

  

平成22年３月期の連結業績予想につきましては、当第３四半期連結累計期間では、売上高及び利益ともに順調に

推移しております。しかし、昨今の円高による輸出への影響や原料価格の上昇等不安定要因があり、現時点では平

成21年11月９日に発表した業績予想を変更しておりません。 

定性的情報・財務諸表等

１．連結経営成績に関する定性的情報

２．連結財政状態に関する定性的情報

３．連結業績予想に関する定性的情報
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該当事項はありません。  

  

  

・簡便的な会計処理  

① 一般債権の貸倒見積高の算定方法 

 当第３四半期連結会計期間末の貸倒実績率等が前連結会計年度末に算定したものと著しい変化がないと認

められるため、前連結会計年度末の貸倒実績率を使用して貸倒見積高を算定しております。 

② 棚卸資産の評価方法 

 当第３四半期連結会計期間末の棚卸高の算出に関しては、実地棚卸を省略し、第２四半期連結会計期間末

の実地棚卸高を基礎として合理的な方法により算定する方法によっております。 

③ 原価差額の配賦方法 

 標準原価を適用しているために原価差異が生じた場合、当該原価差異の棚卸資産と売上原価への配賦を年

度決算と比較して簡便的に前連結会計年度末の配賦割合をもとに配賦しております。 

④ 固定資産の減価償却費の算定方法 

 定率法を採用している固定資産については、当連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定す

る方法によっております。 

⑤ 経過勘定項目の算定方法 

 前連結会計年度の実績をもとに合理的な算定方法により計上しております。 

⑥ 法人税等並びに繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法 

 繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経営環境等、かつ、一時差異等の

発生状況に著しい変化がないと認められるので、前連結会計年度において使用した将来の業績予測やタック

ス・プランニングを利用する方法によっております。 

  

・四半期特有の会計処理 

 税金費用については、当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的

に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しております。 

  

  

在外子会社の収益及び費用の換算基準の変更 

 在外子会社の収益及び費用については、従来、決算日の為替相場により円貨に換算しておりましたが、第

１四半期連結会計期間より期中平均相場により円貨に換算する方法に変更しております。これは、一時的な

為替変動による影響を平準化することにより、適正な期間損益を連結財務諸表に反映させるためでありま

す。この結果、従来と同一の方法を採用した場合と比べ、当第３四半期連結累計期間の売上高は2,179千円、

営業利益は28,517千円減少し、経常利益は5,625千円、税金等調整前四半期純利益は5,599千円それぞれ増加

しております。  

  

  

４．その他

（１）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）

（２）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

（３）四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更
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５．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成21年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,438,844 507,430

受取手形及び売掛金 1,613,647 1,581,750

商品及び製品 354,636 421,006

仕掛品 394,570 448,018

原材料及び貯蔵品 324,852 306,166

繰延税金資産 68,272 67,671

その他 80,442 98,498

貸倒引当金 △86,448 △65,908

流動資産合計 4,188,816 3,364,633

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物 1,751,934 1,756,902

減価償却累計額 △1,167,266 △1,144,699

建物及び構築物（純額） 584,668 612,203

機械装置及び運搬具 4,032,094 4,081,458

減価償却累計額 △3,045,591 △2,976,511

機械装置及び運搬具（純額） 986,503 1,104,947

土地 943,156 944,233

建設仮勘定 2,040 －

その他 234,024 235,436

減価償却累計額 △211,230 △208,078

その他（純額） 22,793 27,358

有形固定資産合計 2,539,162 2,688,742

無形固定資産   

のれん 56,034 74,623

その他 5,189 4,752

無形固定資産合計 61,224 79,375

投資その他の資産   

投資有価証券 374,198 388,807

繰延税金資産 6,706 7,868

その他 53,137 52,933

貸倒引当金 △2,170 △2,911

投資その他の資産合計 431,873 446,698

固定資産合計 3,032,259 3,214,816

資産合計 7,221,076 6,579,450
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（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成21年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 604,305 431,936

短期借入金 2,714,679 2,542,464

未払法人税等 71,844 6,514

賞与引当金 35,299 67,603

その他 239,408 245,891

流動負債合計 3,665,538 3,294,410

固定負債   

長期借入金 811,800 655,600

退職給付引当金 110,544 106,796

役員退職慰労引当金 177,983 169,576

長期預り保証金 2,750 2,500

固定負債合計 1,103,078 934,472

負債合計 4,768,616 4,228,882

純資産の部   

株主資本   

資本金 547,436 547,436

資本剰余金 681,385 681,385

利益剰余金 1,856,034 1,711,221

自己株式 △17,131 △16,462

株主資本合計 3,067,725 2,923,581

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 78,916 81,065

為替換算調整勘定 △846,133 △798,362

評価・換算差額等合計 △767,216 △717,296

少数株主持分 151,950 144,282

純資産合計 2,452,459 2,350,567

負債純資産合計 7,221,076 6,579,450
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（２）四半期連結損益計算書 
（第３四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

売上高 3,749,861 3,390,974

売上原価 2,587,230 2,101,132

売上総利益 1,162,631 1,289,841

販売費及び一般管理費 930,721 917,038

営業利益 231,909 372,803

営業外収益   

受取利息 249 95

受取配当金 11,447 8,951

為替差益 － 23,208

その他 29,284 17,974

営業外収益合計 40,981 50,229

営業外費用   

支払利息 44,666 39,055

為替差損 169,155 －

その他 77 255

営業外費用合計 213,899 39,310

経常利益 58,991 383,722

特別利益   

固定資産売却益 7 613

貸倒引当金戻入額 4,276 －

その他 1,041 －

特別利益合計 5,326 613

特別損失   

固定資産除売却損 2,459 1,457

投資有価証券評価損 － 10,205

特別損失合計 2,459 11,662

税金等調整前四半期純利益 61,858 372,672

法人税等 93,858 108,399

少数株主利益又は少数株主損失（△） △4,317 10,607

四半期純利益又は四半期純損失（△） △27,682 253,666
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 該当事項はありません。 

  

 該当事項はありません。 

  

（３）継続企業の前提に関する注記

（４）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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